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弾道ミサイルへの対応 

 

《 授 業 中 》        《 休み時間等 》 

 

 
 
 
 
 

                                              
 

     
 

 
 
 
 

  

 

                     
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             

 

 

 

 

 
 
 
 

弾道ミサイル等の発射

避難行動解除 

※ 校舎内避難の決定と指示 
＜校長（教頭）＞ 

校舎内へ誘導 

生徒の安全確保 生徒の安全確保 

避難後の安全確保 

〇待機指示の放送（機器使用可の場合） 

＜授 業 中＞ ｢ただ今，J アラートでミサイル発射の情報が発せ

られました。情報を確認しています。担当の先生の

指示を聞き，できるだけ窓から離れて，次の連絡を

待ちなさい。｣ 

＜休み時間等＞ ｢生徒の皆さんに連絡します。ただ今，J アラート

でミサイル発射の情報が発せられました。情報を確

認していますので，校舎内に避難し，できるだけ窓

から離れて，次の連絡を待ちなさい。｣ 

※ 機器使用不可の場合は，ハンドマイク等で連絡 

ミサイル通過。ミサイル通過。先ほどのミ

サイルは，〇〇地方から○○へ通過した模

様です。不審なものを発見した場合には，

決して近寄らず，直ちに警察や消防などに

連絡してください。（総務省消防庁） 

ミサイルが日本上空を通過 

※ Jアラート等によりミサイ

ルが日本の上空を通過した

ことを確認後，避難行動の解

除を校長が行う。 

ミサイルが日本の領土・領海に落下 

避難行動継続 

ミサイル落下。ミサイル落下。ミサイルが

〇〇地方に落下した可能性があります。情

報を伝達しますので，引き続き屋内に避難

してください。（総務省消防庁） 

J アラートによる情報伝達 

〇換気扇を止め，窓

を目張りして室

内を密閉する。 

〇弾道の種類，落下した場

所等の情報を収集する。 

〇生徒の安否について緊

急メール等で発信する。 

避難行動の解除は県教委が行う。 

〇発射された方向，発射数

等をメディア等で確認

する。 

〇窓のない部屋か窓から離

れた場所で身を守らせ

る。 

情報収集・発信 

J アラートによる情報伝達 
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《 校外学習中 》        《 登下校時・休業日 》 

 

 

             《登下校または外出中》   《在宅時》 

 

 
 

 
 
                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             

 

 

 

 

 

生徒の安全確保 

避難行動 
〇直ちに建物の

中，または地下

に避難する。 

〇できるだけ窓か

ら離れ，できれ

ば窓のない部屋

に移動する。 

屋 内 避 難 

避難行動 
〇直ちに建物の中，

または地下に避難

する。 

〇近くに建物がない

場合は，物陰に身

を隠すか地面に伏

せて頭部を守る。 

避難行動 
〇直ちに建物の中，

または地下に避難

する。 

〇できるだけ窓から

離れ，できれば窓

のない部屋に移動

する。 

J アラートによる情報伝達 

弾道ミサイル等の発射

J アラートによる情報伝達 

ミサイル通過。ミサイル通過。先ほどのミ

サイルは，〇〇地方から○○へ通過した模

様です。不審なものを発見した場合には，

決して近寄らず，直ちに警察や消防などに

連絡してください。（総務省消防庁） 

ミサイルが日本上空を通過 ミサイルが日本の領土・領海に落下 

避難行動継続 

ミサイル落下。ミサイル落下。ミサイルが

〇〇地方に落下した可能性があります。情

報を伝達しますので，引き続き屋内に避難

してください。（総務省消防庁） 

情報収集・発信 

＜担任又は 

学年主任＞ 

〇生徒の状況

を学校に連

絡 

〇校外学習中の場合は生徒の

安否について緊急メール等

で発信する。 

〇在校中の避難行動と同じ行動がとれ

るように事前に指導しておく。 

〇校外学習中の場合は学校に連絡し校

長の指示を仰ぐ。 

避難行動解除 


